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以下について修正いたします。ご迷惑をおかけいたしますことをお詫び申し上げますとともに，ご指導に際しましては，ご配慮いただきますようお願い申し上げます。
Ｚ会編集部

本体 3 Read 導入

本体 8 Read 情報

本体 10 Grammar in
Use Scene 訳

本体 10 Grammar in
Use Scene 解説

本体 11 Grammar in
Use KP例文 Point１❷訳

本体 11 Read 解説

本体 FR2 Read 解説

CT/Action 指導
編 11 Action はじめに 因果：賛否を表明する 賛否：根拠を添えて意見を述べる

冊子 Lesson Page パート名 該当箇所 修正前 修正後 修正済刷数

64 ・p.52にあるアメリカの寿司の写真を見て，日本のす
しとの相違点を挙げさせる。 寿司の写真をイラストに変えたため削除。 4刷で修正予定

135
2015 年に，山の正式名称は Denali に改められた。こ
の名前は，北米先住民の言語で「高きもの」「偉
大なるもの」を意味する。

Denali とは，北米先住民の言語で「高きもの」「偉大
なるもの」を意味する。 4刷で修正予定

166 きっとおいしいわよ！ それもおいしいでしょうね！ 4刷で修正予定

167 （ℓ.11）It must be good! の 解説３行 （ℓ.11）That'll be good, too! 文法 willは「…するでしょ
う」という ‘未来の予想’ を表す。 4刷で修正予定

180 私たちの学校の近くに図書館はありません。 私たちの学校には図書館がまったくありません。 4刷で修正予定

187
（ℓℓ.23-25）There are many problems such as poverty,
lack of education, destruction of the environment, and
so on.

（ℓℓ.23-25）There are many problems such as poverty,
lack of education and the destruction of the
environment.

4刷で修正予定

190-193
教科書のFR2の英文の一部差し替えに伴い、解説も変
更しました。詳しくは次のページのPDFにてご確認く
ださい。

4刷で修正予定

2 4刷で修正予定
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コマ数 学習箇所 学習のポイント

3 コマ

導入 カカオについての日本とガーナの関係を把握する

第1段落 白木朋子さんの行った調査の内容を理解する

第2段落 スマイル・ガーナ・プロジェクトの活動内容について理解する

第3段落 一部の子供たちの生活がどう変わったかを理解する

第4段落 スマイル・ガーナ・プロジェクトの与えた影響について理解する

指導コマ数のめやす

Further Reading では，まとまりのある長い英文を読んでその内容を理解することを目標とする。本
課では因果関係や順番を表す表現に注意しつつ，ガーナのカカオ農場における児童労働の問題について，
その実態と改善に向けた取り組みについて読み取らせる。

Further Reading ②
題材のねらい

本文の内容

スタイル／説明文
内容／ガーナにおける児童労働と，子供たちの置かれ

た環境を改善しようとするスマイル・ガーナ・プロ
ジェクトの取り組み。

指導メモ

・	導入では，ガーナの位置について教科書見返
しを利用して確認する。

・第 1 段落では，ガーナの子供たちの置かれた状
況を因果関係に着目したチャートで書き出す
などして視覚的にまとめると理解しやすい。

・第 2 段落では First，Then，Finally などのディ
スコースマーカーにも着目させ，プロジェク
トが行ったことの順番も意識して読ませると
よい。

・第 3・4 段落ではプロジェクトがもたらしたも
のとその意味を生徒に考えさせ発表させて，白
木さんたちの行動がどのように大きな影響を
与えると述べられているのか理解を深める。

《指導のポイント》

導入
・ガーナで学校に行くために必要なお金がどのくらい

か予想させる。発展途上国でなぜ就学率が低いのか
話し合わせる。

・どんな支援活動があるか，知っていることを質問す
る。

《Oral Introduction の例》
Do	you	 like	chocolates?　（生徒の回答を聞き，教師
側の答えとして）(Yes,)	 I	 like	chocolate.	 	 It	 is	sweet	
and	delicious.		How	much	chocolate	do	we	Japanese	
eat	in	a	year?	（生徒の答えを聞いたあとに）Actually,	
we	eat	270	 thousand	 tons	of	chocolate	every	year.	
However,	we	donʼt	grow	cacao	beans.		Then,	where	
are	the	beans	 from?	  （カカオの実の写真を見せて） 
These are cacao beans.  They are big and heavy.  

But children around your age and also younger 

harvest and carry these beans every day.  They 

donʼt go to school.  Why? （生徒の予想する理由を
挙げさせる。一通り意見を聞いたあとで，） OK. Now, 

letʼs read the textbook and find the answer.
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発展的な指導例

・教育を受けることがなぜ大切なのか話し合わせる。
・自分たちにできることは何があるか議論する。同じ

意見の生徒同士でグループを作り，どのような行動
ができるか英語でまとめて発表する。

解説

（ℓ.2）Most of the beans come ….　 表現 	mostはこ
こでは代名詞として使われ，most	of	the	～で「～の
大部分」という意味を表す。動詞の数の呼応はofの
あとに続く名詞に合わせる。	almost	allはmost	of	
に比べてさらに多いことを表す。e.g.	almost	all	the	
students	＞	most	of	the	students

（ℓ.5）with a big smile　 文法 	このwithは様態を表し
ている。「満面に笑顔の状態で…」とeatを修飾して
いる。

（ℓℓ.5-6）many of the children in Ghana cannot do 
so　 表現 	many	of	the	～の	many	は代名詞で，先
行する語句を受けて「（そのうちの）多くの人；多く
のもの」と割合が多いことを表す。すぐあとに複数
名詞を伴ってmany	～の形で使われる場合は形容詞

で，数が多いことを表すので違いに注意する。e.g.	
many	peopleは「多くの人々」だが，many	of	the	
peopleは「その人たちの多く」という意味になる。	
表現 	do	soは「そうする」という意味で，１つ前の
文のeat	delicious	sweet	chocolate	with	a	big	smile	
を指す。ここの2文ではカカオを輸出しているガー
ナの子供たちと，輸入している日本の子供たちの状
況を対比させている。	

（ℓ.9）child labor　 表現 	名詞が修飾語として他の名
詞の前にくる時は一般に単数形になる。children	
laborと は な ら な い。e.g.	pencil	case	（ ×pencils	
case）,	strawberry	picking	（×strawberries	picking）

（ℓ.11）in poor conditions　 語彙 	「貧しい状況」では
なく「粗末な〔劣悪な〕労働環境」という意味で使わ
れている。

（ℓ.12）almost all day　 表現 	allは単数名詞にも複
数名詞にもつくが，単数名詞についた場合「～全
体；～中」という意味になり，複数名詞につくと

「～すべて」という意味になる。all	 the	village	was	
beautiful	は「村中が美しかった」という意味だが	all	
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the	villages	were….では「すべての村が…」という
意味になる。

（ℓ.12）They have no time for　 表現 	このnoは形容
詞で可算・不可算のどちらの名詞にもつく。可算名
詞の場合，通常は複数存在すると思われる場合は複
数形を続ける。no ～の部分が主語になる場合は動
詞の数の呼応をnoのあとの名詞に合わせる。

（ℓℓ.17-23）First, …. Then, …. Finally, ….　 表現 	「ま
ず…。それから…。最後に…。」という意味で順番を
表すディスコースマーカー。出来事の順番を把握・
理解するのに役立つので，長文を読む際は意識する
とよい。このほかにも，firstly,	next,	second,	at	 last	
などがある。

（ℓ.20）the Internet　 語彙 	 Internetには必ずtheがつ
く。単にthe	Netとも言う。	 発音 	［íntərnèt］強勢の
位置に注意する。

（ℓ.24）some children　 表現 	このsomeは「何人かの」
ではなく「…する子も（いた）」と訳すと自然。

（ℓ.26）Their lives are changing.　 発音 	 lives は life
の複数形で発音は［laɪvz］。動詞のliveとは違うので
注意する。

（ℓℓ.30-32）changed the lives of many people, and 
those people will change the lives of more 
people in turn　 文法 	those	people	は直前の	many	
people	を受けている。それがさらに	more	people	
に変化をもたらすだろう，と予測する流れになって
いる。
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解答 	 1　�ガーナでは，多くの子供たちが（カカオ）農場で，劣悪な状況でほぼ１日中働いている。学校
に行く時間がないために，（読み書き）ができない。そのため，より良い（仕事）が得られない。

（病気）になっても（病院）に行くお金がない。
	 2　イ

解説 	 1 	 1つ目の空欄…ℓℓ.10-11参照。
	 	 2つ目の空欄…ℓℓ.12-13参照。
	 	 3つ目の空欄…ℓℓ.13-14参照。
	 	 4つ目，5つ目の空欄…ℓℓ.14-15参照。
	 2 	 ア	「彼女たちはガーナに子供のための学校を建てた。」ℓℓ.17-23参照。行ったことの中に「学

校を建てた」ことは述べられていない。
	 	 イ	「彼女たちはガーナに教育のための道具を送った。」ℓℓ.20-22参照。
	 	 ウ	「彼女たちは子供たちにカカオ農場での労働の大切さを教えた。」ℓℓ.17-19参照。they 

pointed out the bad effects of child labor とあることから，誤りとわかる。
	 	 エ	「彼女たちはガーナの病院のために人々からお金を集めた。」ℓℓ.19-20に「お金を集めた」

とあるが，「病院のため」という記述はない。

訳本文
ガーナの子供たちの満面の笑み
　カカオ豆はチョコレートの主な原料です。その
豆の大部分は西アフリカの国々から入って来てお
り，日本のカカオ豆の 70	パーセント以上がガー
ナから来ています。日本の子供たちは満面の笑み
でおいしくて甘いチョコレートを食べています。
しかし，ガーナの子供たちの多くはそのようなこ
とができないのです。その国では何が起きている
のでしょうか？

＊＊＊＊＊
　白木朋子さんは NGO で働く日本人で，ガーナ
の児童労働について知りました。彼女はこの国を
訪問し，この問題について調査しました。子供の
多くはカカオ農園で劣悪な状況で働いています。
彼らはほぼ一日中働いています。学校へ行く時間
もないので，読み書きさえもできません。そのせ
いで良い仕事に就くこともできないのです。よく
病気になりますが，病院へ行くお金もありません。
　彼女はこの子供たちには教育が必要だと感じま
した。彼女のグループは「スマイル・ガーナ・プ

ロジェクト」を始めました。まず，彼女たちは児
童労働の悪影響と教育の重要性を指摘しました。
それから，インターネットを通じて人々からお金
を集めました。ペンやノート，教科書など，物品
を子供たちに提供しました。ついに，彼女たちは
カカオ農場主の暮らしと子供たちの教育の質を改
善しました。
　プロジェクトのおかげで，勉強に集中する子供
たちも現れました。彼らは懸命に勉強し，良い職
に就きました。彼らの生活は変化しています。彼
らは学校で新しいことを学んで，将来に向けて大
きな夢を持っています。
　白木さんの「スマイル・ガーナ・プロジェクト」
は続いています。それによって，およそ 600	人
の子供たちが危険な労働から救われました。１人
の日本人女性の行動が多くの人々の生活を変えま
したが，その人々が今度はもっと多くの人々の生
活を変えていくでしょう。彼女はガーナの子供た
ちの生活に大きな影響を与えたのです。

RReadead  ＆＆  TThinkhinkRReadead  ＆＆  TThinkhink
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